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   Open your mind, 

       Be part of the world!

6月の予定 

June 1, 2018 

６月は国際交流目白押し！ 
 SSHの事業として４年前から行われている「タイ・

日本高校生サイエンスフェア」に、６月５日～１１日、４・

５・６年の７名が参加します。タイのプリンセスチュラ

ポーン・ピサヌローク校から正式な招待を受けての

この事業、毎年充実した研修成果を得ています。今

年はタイのシリントン王女の前でプレゼンテーションすることも決まっており、７人とも期

待とやる気に満ちているそうです。帰国後の報告が楽しみですね！ 

 また６月には、海外の高校生が総勢２１名、本校の生徒家庭へホームステイしながら授業

に参加します。６月３日より１０日間シンガポールから３名の生徒が、６月１６日～２３日にはベ

トナムより１２名、アメリカ・ポートランドからは６月１６日より２週間にわたって６名の生徒が来

校します。海外からの留学生と日常的に国際交流が行えるのは、本校ならではの取り組み

です。是非、学級で・チームで・部活動で・そのほか様々な活動で、留学生と積極的にコミュ

ニケーションをとってくださいね。また、ポートランド生徒との交流が６月２８日に国際プラ

ザで行われます。そちらへの参加もぜひ！ホームステイの受け入れに関してはすでに個

別に了承をいただいています。受け入れていただくご家庭の皆様、どうぞよろしくお願

いいたします。 
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今年度の「トビタテ！留学JAPAN日本代
表プログラム・アカデミック（テイクオ
フ）」で、本校３名の生徒が、７月から
各地へ出発し、２～３週間の活動をして
きます。ＭＭさん（５年）は、フラン
ス・ヴィシーのカヴィラム語学学校へ、
ＹＭさん（５年）は、アメリカ・フロリ
ダ州：エッカード大学、ＨＳ君（４年）
はオーストラリア・ブリスベン：シャフ
トン・インターナショナル・カレッジへ
行き、各地で語学を学びます。トビタ
テ！留学JAPANは官民協働で企画されて
おり、企業からの資金をもとに政府から
派遣される海外留学支援制度です。競争
率が高く、徹底した事前研究・対策が必
要です。小論文作成、紹介文の依頼、面
接、これら日々の研鑽
からにじみ出る過程を
経て参加を決めた３名
の生徒、おめでとうご
ざいます。現地での活
躍、そして帰国後の報
告を楽しみにしていま
す。 

８月上旬の「さくらサイエンスプラン」でタイ・ベトナム・中国・台湾より１８人の留学生が
来校します。６月中旬からホームステイの調整をはじめる予定です。受け入れをお願いするご
家庭には個別にお声掛けをいたします。登録していただいたにもかかわらず、受け入れを正式

にお願いできないご家庭もございますことをおわび申し上げます。 

★トビタテ！７月から行ってきます‼ 

★８月の「さくらサイエンスプラン」海外ホームステイ受け入れに関して 

日本政府は、日本に関心を持ち、日本語
を学ぶ意欲のある優秀なアジアの高校生
たちを、初年度の今年は半年間、日本に

無償で招待する「アジア高校生架け橋プロジェクト」を開始します。平成30年から
５年間にアジア20か国から1000人の高校生が来日し、寮またはホストファミリー宅
に滞在しながら、全国の高校に通い、日本人高校生と交流を深めます。文科省によ
る公募で本事業の実施団体に決まったAFSがホストファミリーを募集します。 

●対  象：３，４，５年生（留学生は４、５年生の授業を受けます） 
●受入期間：２０１８年９月より翌年２月までの約６か月間（来日は８月下旬） 
●来日留学生について：１５歳から１８歳の海外の一般高校生 
●ホストファミリーの条件：留学生を家族の一員として温かく迎え入れてくれるご
家庭であること、三度の食事と生活スペースをご提供いただけること。 
●費  用：ホストファミリーは原則ボランティアとして食事と宿泊にかかわる部
分を負担していただきます。授業料、交通費、その他学費は支給されます。 
●募集締切：６月１５日（金）国際交流チーム三角、藤本まで 

   ★ 詳しくは“AFS ホストファミリー”で検索してください。 

★３，４，５年生のご家庭で、半年間 
留学生を受け入れしてみませんか？ 

本校で4月に募集した、かめのり財団の「第10回中学生交流プログラ
ム インドネシアへの派遣事業」へは、一校から５名までの推薦が可
能なところ、19名の生徒からの応募がありました。どの作文もたい
へん意欲的なもので、選考は困難を極めました。厳正なる校内選考
のうえ５名の生徒を推薦しました。正式派遣発表は６月中旬予定。 

★「インドネシアへの派遣事業」校内審査について 

HIECC 
高校生対象 
パラオ派遣 

校内 〆切 
６/６ 

ホストファミリー募集 
AFS「アジア高校生
架け橋プロジェクト」 

校内 〆切 
６/１５ 

AFSどさんこ奨学金 
〆切 
６/２８ 

（各自申込） 

レッツトークイングリッ
シュ高校生スペシャル

＠国際プラザ 
（詳細は掲示板） 

6/28 
17:30～ 

(申込は札
幌国際プラ
ザへ） 

東南アジア小論文 
コンテスト 

〆切 
９/１４ 

（各自申込） 

札幌市高校生 
海外留学支援補助 

〆切 
２０１９年 
１/１５ 



観光地ではなく国際協力の
現場や環境問題に関心があ

る、そんな生徒は必見です。今年度の北海道国際交流・協
力総合センター（HIECC）の「高校生・世界の架け橋養成
事業」では、パラオ共和国へ高校生を派遣します。昨年度
は現６年ＯＮさんがラオスへ派遣されました。 

●対象者 ：道内の高校生   ●募集人数：８名 

●費  用：１５万円 

●事前研修：７月２１日～２２日（札幌） 

 現地研修：８月１９日～２４日（パラオ） 

 事後研修：９月８日～９日、１０月１３日（札幌） 

 報告会 ：１１月～３月（道内中・高校等） 

●同一校からの応募は２名とされているため、開成での応
募締め切りを６月６日（水）13：00まで。提出先及びお問
い合わせは、国際交流チーム藤本まで。 

●詳  細：https://www.hiecc.or.jp 

AFS日本協会では2006年に、地域の
国際交流の活性化を推進するため
に北海道を愛する個人及び企業か

らの寄付をもとに「AFSどさんこ奨
学金」を設立しました。これまでに、１６名の高校生（開成中等教
育学校生含む）がこの奨学金で世界へ羽ばたいています。チャレン
ジしてみてはいかがですか？昨年度は、現５年ＳＦさんが支給を受
け、現在コスタリカに留学中です。 

●対象者：道内の中学３年～高校２年生 （出発時に高校生） 

●支給額：５０万円（１～２名） 

●留学先：アジア、オセアニア、北米、中南米、欧州の４０か国・
地域から１か国                 ●留学期間：２０１９年１月～１０月 

●留学選考：２０１８年７月１５日  ●申込締切：６月２８日 

●詳細：https://www.afs.or.jp 

※申し込みは各自。申込の際は国際交流チーム三角、藤本へ報告お
願いいたします。 

神田外語大学が主催するこのコンテストでは、
共同通信の記事を読み、あなたの考えを小論文
にまとめたものを募集します。小論文の課題と
ポイントは、国際交流チーム掲示板にありま

す。募集部門はベトナム、タイ、インドネシアの３部門あり、それぞれの記事（短い！）を読み、
添付の写真を見て、ポイントを参考に１,０００～１,２００字で小論文を書きます。 

●対象者 ：全国の高校生                ●賞 品 ：【最優秀賞１名】奨学金２０万円 
●応募締切：９月１４日（金）                    【優秀賞２名】奨学金１０万円 
●詳  細：https://www.kandagaigo.ac.jp/essaycontest          【入選２７名】１万円分の図書カード など 

※申し込みは各自で。申し込みの際はその旨を国際交流チーム三角、藤本へ一言ご連絡ください。 

★高校生東南アジア小論文コンテスト 

最優秀賞は奨学金２０万円 

留学説明会を行いました 
５月１２日（土）、本校格技室にて、ISAとAFSによる留学説明会を開きました。１～５年生の保
護者と生徒あわせて１００名を超える出席がありました。本校国際交流チームの三角先生か
ら、開成での留学概要説明のあと、ISA朽葉さんによる「夏休みイギリス研修」、AFS日本協
会札幌支部小林さんによる「短期・長期留学」「どさんこ奨学金」など話は多岐に及びました。
ランチタイムをまたぐ２時間に及ぶ説明会でしたが、
参加者の皆さんは熱心に耳を傾けていました。様々
な留学の形態がありますが、そのうちのいくつかを知
る一助になったのではないかと思います。本校で開く

説明会以外にも、各会社では様々な説明会を催しています。留学について深く知りたい方
も、入門編として聞きたい方も、様々な機会に参加されてみてはいかがでしょうか。 
 
今後は７月に「台湾留学サポートセンター」による海外の大学で学ぶことをテーマにしたセミ
ナー、同じく７月に近畿日本ツーリストから３月末実施予定の「アメリカ語学リーダーズ研修
（仮称）」の説明会を、秋には来年度の「トビタテ！留学JAPAN」の説明会を行う予定です。 

札幌市経済観光局からの案内です。札幌市内に居住す

る高校生を対象に、国際感覚豊かな人材を育むために

募集を行うものです。 

●留学先：外国における正規の後期中等教育機関への

定期的な通学      

●留学期間：原則一年程度   ●補助額：上限３０万円 

●補助対象経費：留学先までの航空運賃・交通運賃（１往

復分）、ビザ・パスポート取得費用、外国の高校の授業料

等、寮費やホームステイ費用等、民間団体等が主催する

留学プロジェクト参加費用など  ●募集人数：１０名程度  

●募集期限：平成３１年１月２５日（金） 

●そ の 他： 詳細については募集要項をご覧ください。 

http://www.city.sapporo.jp/keizai/tradeinfo/jinzai/

ryuugakushien.html 

※申し込みの際はその旨を国際交流チームへご連絡を。 

★AFSどさんこ奨学金 

中高生対象 

★高校生パラオ派遣事業 

★平成３０年度札幌市高校生海外留学支援補助  今月のコラム は、海外での「母の日」「父の日」についてです。
Mother’s Day in Japan is celebrated on the second Sunday in 
March, it has been on this day since 1949, before this it was 
originally on Empress Kojuns birthday; March 6th.  Other coun-
tries that have Mother’s Day on the second Sunday in March 
include the US, Canada and Australia.  In the United Kingdom 
the day occurs 2 weeks before Easter and in 2018 was on March 
31st.  In fact, many different dates are used for celebrating 
Mother’s Day around the world. 

Father’s Day is an Old Catholic tradition 
so in Spain, Portugal, Italy and South 
American catholic countries is celebrat-
ed  on  March  19th.   America,  Japan, 
Northern Europe and many other coun-
tries celebrate it on the third Sunday of June. 


